
令和３年度 自己評価及び学校関係者評価書 

 

令和４年３月１５日  

苫小牧市立錦岡小学校  

〔達成状況〕 

○ 教職員や保護者、児童の自己評価（４：そう思う ３：まあ、そう思う ２：あまり、そう思わない

１：そう思わない）の合計平均から、達成していると判断したものをＡ、おおむね達成をＢ、不十分で

あるをＣとしています。 

〔学校関係者評価〕 

○ 達成状況の判断や次年度の方向性について、学校評議員やＰＴＡ役員からいただいたご意見などから、

適切であると評価されたものをＡ、おおむね適切をＢ、不適切であるをＣとしています。 

 

分

野 
評価項目 

自己評価 学校 

関係者 

評価 

達成 

状況 
教職員 

保護者 

児童 
アンケート結果等を踏まえた改善策 

重

点 

学校は、子どもにとって

「楽しい」場所づくりに

努めている。 

Ａ ３．３ 
３．２ 

３．５ 

子どもの様子を参観する機会が減り、学校や学級の様子が分

かりにくいと言ったご意見がありました。 

コロナ禍で制限された中でも、できる限り保護者の皆様に参

観・懇談いただく行事や機会の確保に努めます。 

A 

学校関係者による意見 
・コロナ禍でありながらも、学校として最善の行動をしてくれていると感じている。 

・コロナ禍で制限される中、規模縮小・人数制限など考慮いただき行事ができたことが嬉しい。 

学

ぶ

力

の

育

成 

学校は、子どもにとって

「分かりやすい」授業づ

くりに努めている。 

Ａ ３．３ 
３．２ 

３．７ 

教師の指導力について学級差があるのではないかと言った

ご意見がありました。 

本校で行っている国語の校内研修をより一層充実させて、教

師一人一人の指導力の向上に努めます。 

A 

学校は、宿題や家庭学習

に取り組む子どもの育

成に努めている。 

Ａ ３．４ 
３．２ 

３．３ 

週末や連休前の宿題の量を増やしてほしいと言ったご意見

がありました。 

まずは毎日の宿題にしっかりと取り組む学習習慣を身に付

けさせるとともに、週末や連休前については、学年の発達段階

に応じた家庭学習に挑戦できる指導や支援に努めます。 

A 

学校関係者による意見 

・先生の指導力については、学校全体として先生一人一人の指導力を向上していただきたい。 

・宿題や家庭学習については、多すぎず少なすぎずがベストだと思われる。 

・一定レベルのプリントと自由に取り組む家庭学習ノートがあることはよいと思われる。 

豊

か

な

心

の

育

成 

学校は、いじめのない学

校づくりに努めている。 

Ｂ ３．４ 
２．９ 

３．７ 

子どものトラブルへの対応に関する連絡や報告が保護者に

伝わっていないケースもあると言ったご意見がありました。 

子どものトラブルの対応を保護者の皆様と連携を図って進

めることはもとより、未然防止に向けた取組にも努めます。 

B 



分

野 
評価項目 

自己評価 学校 

関係者

評価 

達成 

状況 
教職員 

保護者 

児童 
アンケート結果等を踏まえた改善の方策 

豊

か

な

心

の

育

成 

学校は、挨拶や言葉遣い

の指導に努めている。 

Ｂ ３．２ 
３．０ 

３．２ 

登下校中、上級生が下級生に暴言や冷やかしをする姿を見か

けていると言ったご意見がありました。 

児童会による挨拶運動等により挨拶する児童が増えてきて

いますので、今後は言葉遣いに関する指導の充実に努めます。 

B 

学校関係者による意見 ・子どもたちの言葉遣いはとても気になる。 

健

や

か

な

体

の

育

成 

学校は、子どもの健康な

体力づくりに向けた取

組に努めている。 

Ａ ３．３ 
３．２ 

３．５ 

登下校でのマスクの着用など、コロナ禍におけるマスクの在

り方を見直してほしいと言ったご意見がありました。 

感染拡大の防止に向け、マスクの着用については引き続きご

協力をお願いします。学校としても、息苦しい場面や激しい運

動の際には、外して活動することができる配慮に努めます。 

A 

学校関係者による意見 ・コロナ禍での活動が続くと思われるので、行事等を工夫して取り組んでいただきたい。 

信

頼

さ

れ

る

学

校

づ

く

り 

学校は、親身になって相

談に乗ったり、適切に対

応したりしている。 

Ｂ ３．４ 
３．１ 

３．７ 

相談事に対する対応が遅かったり、反応が悪かったりするこ

とがあったと言ったご意見がありました。 

子どものトラブルへの対応と同様に、保護者の皆様からの相

談に適切に対応していくことができるよう努めます。 

B 

学校は、学校の取組や子

ども様子などの情報を

よく伝えている。 

Ｂ ３．３ 
３．０ 

－ 

子どもたちの様子を含め、学校の活動の様子が分かりにくい

と言ったご意見がありました。 

保護者が参観できる行事や機会を確保するとともに、学校便

りや学年・学級通信、ＨＰ等で学校の様子の発信に努めます。 

B 

学校は、子どもの安全確

保に向け、ＰＴＡや地域

と連携している。 

Ｂ ３．４ 
３．０ 

― 

通学路の危険箇所を改善したり交通指導員を複数配置した

りしてほしいと言ったご意見がありました。 

 通学路の危険箇所の改善要請は毎年行っていますが、引き続

き改善要請に努めます。また、交通指導員さんの配置について

は、危険箇所を相談しながら配置の工夫に努めます。 

A 

学校関係者による意見 

・参観する回数が減った中、学級通信で掲載された写真から学級の楽しさが伝わってきた。 

・コロナ禍で教育以外に配慮しなければならないことが多くあり、先生方は大変苦労されていると 

思われる。今後も、子どもたちが変わらずのびのびと学校生活を送れるようにしていただきたい。 

 

 
◇この度の「学校評価」では、保護者の皆様から多くのご意見やご要望をいただき、誠にありがとうござ

います。すでに個別に対応しているものや来年度の具体的な取組に反映させていくことで、全ての内容

について記載していませんが、いただいたご意見・ご要望に関する本校の課題を学校全体で受け止め、

来年度の学校づくりに生かしていきたいと考えております。 

◇そうした中、コロナ禍での制限された教育活動は引き続き行われる見込みで、これまでの経験とは違っ

た内容や方法で取り組まなければならない活動も多くあり、皆様方の声に全て対応できないことも想定

されます。 

◇しかしながら、学校は子どもが毎日来たくなるような「楽しい」学びの場所でなくてはなりません。結

果を真摯に受け止め学校改善に努めて参りますので、今後も保護者の皆様のご支援を賜りますようお願

い申し上げます。 


